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国 際大 学 村に期待する

点以外ltil,ilf大学

y： 長中 嶋 嶺 雄
臨 海副都心の同際研究交流大学村ill設予定地に， いよいよ槌背が轡ーきわたり始めました。 2001年という

新！It紀初頭を飾るにふさわしい！1tl家プロジェクトの第一段i軒がスター卜したとefえましょう。

＇＂＇際研究交流大学村を構成する， 留学生・研究(1のための知的生活・交流明11\J， 科学技術の情報発信機

能を11!う「科学技術理解耳11.illi推進拠点（仮称）」、jtil際研究交流拠点となる「オープンスペースラボ（仮称）」

が11\Jもなく特色ある盗を現すでしょう。

よくバわれるように人， モノ， カネ，↑1'i'幸IiがIlijiJlを越えて｜’！出に， かつ大脳悦に移動するグローパル化

が既にう件となっています。 私たちは， 例々の人11\Jとして， また， H本という11;1としてこのような時代を

よりよく生きるために必要な準備をしなくてはなりません。

グローパル化の時代は， 特に経済而における大競争のII別にでもあります。 このような｜時代を制すること

ができるのは， 知的資産をよりよく創山し， 活川することができる国民・IHI家です。

我がj tilは， 知的資産の創IL\・前川によりjJijの繁栄を維持するとともに， それを11111務的に先伝することに

より， 世界の平和と安定に積極的に貢献していくべきだと思います。

11;1際研究交流大学村には， このような知的資政おIJ/I＼とともに， 知的交流を辿じてそれを発信していく拠

点となることがJVH与されています。

諸施設の建設により， 新しいJ＇£っClL、キャンパスが幣怖されます。

ここにどのような知的活動・発信拠点を抑iL、ていくかは， これからの課題です。

知的活動の担い手は， 言うまでもなく人です。 したがって， 凶際研究交流大学村には， 世界をリードす

るような研究者 や 各rr;1の将来を担うような�!f -fi·が集うことが必要です。 そのためには， このような人材を

引き付けることができるような＇l�業・プログラムを川立しなければなりません。 例えば， 話外liil の将来を

1 1 1.う学生を集めて， 世界の一流の教授11111， 戎がい；｜が誇る続出人らによる尖：；ufの授業・プログラムを実施して

はどうでしょうか。

L、ずれにせよ，liil際研究交流大学：村の本叶の絵を�Niくのはこれからです。矢｜｜的印刷・発信拠点にふさわ

しい・J�業・プログラムが展開されますよう｜則係.fl·の一川のご尽力に期待しております。

国際大学村に期待する　国際大学村ニュースレター-2000.02.18



国際大学村工事始まる
I Iii際大学村の住設は，「留学生・研究者宿舎等」及び「科学技術理解増進推進拠点（仮称）」については，

次ページのとおり， ill築工事と設備（屯気， 機械士号；） 仁・Hのすべてにil1'f'f:�［者が決定し， それぞれ， 本mn�に

位制は問て地ですので 液状化等対策としての地税制工、J�惟特を振動させ砂川i'ldtt
工引が開始されました。

人し， n人・づ ｜ 抜き・ 打戻しを繰り返し， 地盤ij1に「よ く締まった砂杭 」 を造成する工事）を行った ｜二
杭打ち1·.·Hへと進んでいます。

J 1 'if'.!.X·は， f1{乍11�.・研究者宿 舎等で25社， 科学技術旦 H解明進批准拠点（仮称 ） で 19社と， 多 数の企業!jよ
る ， JU11げド；震ですので， 相互の連絡調整等に樹立し， I ' J前， か つ，j;;会な工事を進めるよう 努 めていま 判。

なお，「オープンスペースラポ（仮称）」の＿［Lj�につきましても， 3 J=Jに入札が行われ， ｜：引 がIJfj�台さ村 る
予定であり，11q際大学村のil!設現場は， 一段と爪・気付－いてきました。

｜｜地盤改良工事 杭打設工事を施工中の
国際大学村建設現場

［皇学 生 ・ 研主主］官舎 等 建 設現場

恒学技術理解増進推進拠点（仮称）建設現場
� －プンスペースラボ（仮称）建設予定地

［ヂ1i1u21ドl r121 H抗i；必］

［テレコムセンターより似拶］

所E
 

［タイム24よりt�H必］｜
的 生 研究者街舎等建設現場

［現.tJ,}'H務所よりぬ；必］
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国際決撃材＠襲撃主事費遣も書籍�てあいて

｜｜留学生・研究者宿舎等
［（財）日本国際教育協会］

。間学生・研究者宿舎等工事蛇型業務の受託布

は主築」ンM位四！：

I 6本・教育施設・佐藤J v 

｜ （代表者 （株） 石本建築事務所）

設 備工＊位型 ：

（株）建築設備設計研究所・（株）総合

設備計画・（株）桜井システムJ v 

（代表者 （株）建築設備設計研究所）

。側’yソ1:..研究者宿舎等建築工事の前泊者

1 i".Iメ：出向・米念、・東洋J v 

（代表者 鹿島建設（株））

II J·.1豆 ：フジタ ・ 佐藤・ 肯 木 J v 

（代表者 （株）フジタ）

III 1: Iズ：大林・銭1:'.:i . ベクテルJ v 

（ 代点者 （株）大林組）

IV 1�1天． 二Jj：・鉄建・大本組J v 

（代表者 三井建設（株））L 

。間学／｜ ： ・研究将司iオ合 等設備工事のWt!者

'ill会＼ ( LLIズ） ・ トーエネック・H鉄・北海J v 

（代表者 （株） 卜ーエネック）

氾試（II l：区） ． （株）中電工

'ill試（皿ーに｜ズ） ：（株）三和エレック

'it！：試（IV _c区） ：（株）新和電工

機械(I工｜豆） ：高砂・大成設・川崎j v 

（代表者 高砂熱学工業・ （株））

機械（II -J；区） ：ダイダン（株）

機械（阻じ区） ：（株）朝日工業社

機械（IVこL I豆） ：大成温調（株）

111· F年 機：（株）東芝

I I 科学技術理解増進推進拠点（仮称）
［科学技術振興事業団］

。科学技術理解増進推進拠点（仮粕i）監理業務の受託者

円建設計・久米設計J v 

。科学技術理解増進推進拠点（仮称） 辿築工’J�のM負者

I工区：竹中・飛島・五洋J v 

（代表者 （株）竹＂I工務店）

E工区：大成・安藤・＊＇＂� J v 

（代表者 大成建設（株））

E工区：清水・鴻池・J,f{il[J v 

（代表者 清水雄投 （株））

町 」二区：西 松・ アイサワJ v 

（代表者 四松辿投（株））

。科学技術理解増進推進拠点（仮称）設備l：・HのN1'f負者

い仏 気：関電」：・六興・雄m1 v

（代表お （ 株）｜見l'il!:工）

給排；J<衛生：須賀・ー工J v 

（代表者 須 賀 仁業（株）〉

空気調和：新菱・三機・大試J v 

（代表者 新持冷熱じ業（株））

｜｜オープンスペースラポ（側）
［工業技術院1

0同際産学官述舵O SL （仮称） 住築 仁引先住情報
入札公示（官報）：平成12年l ) J 28 u （金）

入札日：平成12年3JJ911（木）

1 l；区 工事内容：鉄竹造地七51情処， 佳築l面積

約2,198 rrf， 延べ1f1凶＇1約8,645 rrf 

2」；区 工事内容：鉄’i'J·.i!iJ也七51併他， 住築而積

約1,971 rrf， 延べ1r1i前約6,388rrf

（注） J v .共同企業体
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最近の臨海副都心の状況（東京都）
都市景観大賞を受賞

建 設 行 では，夫しいXllrliJ;H�が

f:IHJJされることをけ的として，10

) J 4 rlを「都rliJ;;J\!J.の l ！” と定め，

千成 3 年度から， 良好なXII r Ii'� 1111 
が府われている地域や地1.x：�.1J－：，を選

定し， 点彩しています。 千成11"r:

‘3 
M•瞳ス宵

． ‘..・，＜；...・ ” ”m
·l fCR 
c. . u;.1巴 J.:O "i.）・凶除... 

，��－－n 

j立は，臨海j,\IJ{fll心の；；t制が「仰rliJ;t制100選」の

部門で， Xllrli);t制大口を受託しました。

進出希望事業者を受付申
点京都では，！日；川1.fli\IJ;m心地域への進11\を希望す

る’H）長-tr·を， JJ;iJllJ. 2段｜併の公必｝j式により持集

しています。始めに， .i1UI\を希唱する·Ji:；業名・を必

り， 奇跡し， 次に ， 合対 ’H�.fi·の.illi山希守�1.x: 111可や

・H業梢11:！を把:ti;{ーした l：で，順次，l豆11hjζとに公必

を行L、ます0 ..EJlイi：，新たな 3 1孟 11hjを.i!l}Jll し， 、V·成

12什. 3 ) J 2911まで第：次公必の追加！な鉱のrpし込

みを受け付けています。 また， ！？ガ1.tE 街｜豆につ い
て， 何定利川の進II＼希望·J��.fi·の合対のqrし込み

を，l1iJ 日 院で受け付けています。

hltp:/ /www.Lokyoinfo.o仁jp／ー1·inkai/

建設中の建築施設
現在，臨海副都心地域内で，lr<I際大学村を除く

住設『，，のill築胞設は7隙あります。 住吉施設では，

fl場I 1.ET ix:に 3隙あり，711戸の賃貸住宅を建設

"Iです。本年 3 ) Jに百ll'i守住宅隙 32J iと公社11’t・煉

310戸が，｜司12JJには公l · tl住宅倒 369戸が竣工予 定

で‘す。i崎�. !tE�胞設は，本年4 JJにシネマコン

プレックスを，，，心とした「アクアシティおれ場」

が，l1i]l2JJにはwt＇こIHI来している「デックス点ぷ

ビーチ」の 2 Jgj （明築）部分がオープンを予定し

ています。 業務施設では，小；｛1: 6月に.＊；�税関や

束」；WiJ 1-: 1米交l'fll等 の人J, r ；·がf ;Jごされている点以港

湾什，， i]) j ＇合が， 米｛f0 3 JJには｜｜尚れJI二 （株） 本社
ビルが竣じを［＇），としています。

臨海副都心力ウントダウン2000

L 
inお台場を開催

おfl場海浜公｜ぷ｜において， イi /J;i悦太郎都知事や

財団法人日本国際教育協会
Association of International Education, Japan 

Tel. 03・5454・5211 I Fax. 03・5454・5231

巨人軍の長l嶋茂雄監’門，タレントで｜快｜山i�佐官の北

野武さんほかと， 約2 )j5000人の観衆が参加して，

新しいミレニアムを迎えるカウントダウンをf r�、

ました。2000年が ｜別けたl瞬11\Jは，打ち卜．げ花火と

消防艇による一斉肱水が行われ，ミレニアムの到

来を祝いました。

ウェル力ムカードの創設
（社） ＊京コンペンション ・ ビジターズビュー

ロ ーでは，j�,!J；（をt.'I)Jに織れた『下谷）j米のIEI際

交流都市J にするため，＊点シテ ィセー ルス・ キ ャ

ンペーンの一環として，米品約： に対する 倣迎の気

持ちを表す「臨海副都心ウェルカムカード」をおIJ

設しました。 ウェルカムカードを，臨海副都心の

商業施設， 民望台，ホテル等の参加施設において

提示することにより，制づ｜や特典を受けることが

できます。 初年度の11年度は，外Iiii人訪問l符を対

象に， 平成12年 3月 3111まで有効のカード1万部

を， 都内開催の悶｜際会議，点」；�m1ゃll!:ll\J企業の海

外事務所， 都内のホテル等で1!t�料配十1·しています。

．醇雪哩理望園 ＇＂＇際大学村の也没｜；’J�が本桁化して
圃幽四国・ 参 り ました。 み； りでは， 辿i設 l ： ’Hの現

場の機チをご紹介しました 。 ill.没 l ：’Hを，；， •；けnうれ企

業は緊常な�Jj!jのもと梢）J的に｜：’J�に取り車llんでいま

す。 また ， l�［，if1.fi,\IJ/ffl心のJ此近－の状削咋を点点的li-11的J,J

IH·l発部臨海日IJ/f11心IJf.J先般進本からご制介していただき

ました。 引 き続き ， l!il際大学付のill.没にごJIHMとご文

援をお願いします。 おわ りに ， I t<llfi�大学村の.a!·；：；·せ；に

閲する懇談会座長の佐J藤誠三店II先＇I'. C政策研究大学院

大学副学長）が去 る 11) J lこ包、逝されました。｜司lfi�大学

村には特別な思い入れがおありでその完成をはるriiiに

お亡くなりになられたことは誠に成念です。 ご＇.！d/1＼を

お祈りいたします。

二t
干153・8503東京都目黒区駒場4 - 5 -29 

4 - 5 -29 Iくomaba, Meguro-ku, Tokyo153-8503 

AIEJ Home Page http://www. aiej. or. jp/ 

E-Mail i叫ej.川 ｜
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